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赤岡地区の人と農地の課題と背景

■課題

■課題とした理由/背景

・赤岡地区は、農業インフラの整備は完了しており、集落営
農の仕組みも導入済である。このため、空く予定の農地の貸
借りはスムーズであり、耕作放棄地の発生も防止できている。
しかし、集落営農の構成員の世代交代や、新しい人の集落営
農への参加ができていないことにより、将来的に集落営農の

運営ができなくなるリスクがある。
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・赤岡地区は、集落営農の構成員の世代交代や、新しい人の

集落営農へ参加ができていないことが課題である。
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■要因分析

 なぜ集落営農での世代交代や新規加入者の拡大ができていないのか、
要因を分析した。

な
ぜ
世
代
交
代
、
新
規
加
入
者

拡
大
が
で
き
て
い
な
い
の
か

人

物（農地）金（農業経営）

情報/仕組み

域内の人で営農

を完結している

ため、他地区か

ら参入しづらい

よその人が地区

に入ってこない

域内から

の参入も

ない

県外在住者に

とって農地貸

借の際のコン

タクト先がわ

からない

大出費に対しての
個人向けサポート

がない

農機具の買替、

更新に支障があ

る

インフラはあるが

区画整理は未

津波の虞

狭い農地

施策へつなげる項目

遠方の居住者に

とって、地元の

状況がわからな

い

 重要と思われる要因について施策へつなげることとした。



課題対応方針/施策

・赤岡地区は、集落営農の構成員の世代交代や、新しい人の集落営農への加入
が十分ではないことから、下記施策を通じて高齢化しつつある集落営農構成員

の後継者を確保し、地域農業の維持を図る。

■方針（基本的な考え方）

■施策（取組み）
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方針
施策

（なにを）
目標

（どこまで）

担当（誰が）
期限
（いつ）地区

農業者

行政

農業委員会

農業公社

振興C,JA、

他

集落営

農の後

継者を

確保し、

農業を

維持

人）地域内の営農

人材の発掘と育成

・将来農業に就く可能性

のある現会社員/現自営
業者を対象への呼びかけ

◎ R3.通年

・営農研修の受講奨励
（就農準備活動）

◎ 農林水産課

○

振興ｾﾝﾀｰ、

JA、など

◎

R3.通年

金）集落農業経営
を支える仕組みづ

くり

・農機具の買換え/更新
の経済的負担を抑える施

策の要求

◎ 農林水産課

◎

R3.上期

情報）地域農業を

支える情報の開示
・農地の売買/賃貸の情
報提供（農地の場所、面

積、コンタクト先など）

〇 農業委員会

農林水産課

◎

農業公社

〇

R3.上期

・補助金情報の公開 〇 農業委員会

農林水産課

◎

農業公社

〇

R3.上期
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＜資料＞

 以下はプラン原案作成の元となる参照資料です。
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2021.2.3赤岡地区 人・農地プラン原案の話合い＜参照＞
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＜参照＞



赤岡地区の農地の現状と将来
2021.2.3.



＜現在＞

赤：80歳以上

緑：80歳未満

黄：未返信



＜5年後＞

赤：80歳以上

緑：80歳未満

黄：未返信



＜10年後＞

赤：80歳以上

緑：80歳未満

黄：未返信


